
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉だより 
Ｎ０．１７０    令和８年１月 

発  行  

社会福祉法人  江差町社会福祉協議会 
〒043-0032 

江差町字新栄町 264-2（江差町老人福祉センター内） 

TEL 0139-52-2441   

FAX 0139-52-0560 

https://esasisyakyou.sakura.ne.jp/  

この社協広報誌「福祉だより」は赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。 

ボランティア活動研修会を開催いたしました 

（ 詳細は次のページ ） 

謹んで新春のお慶び申し上げます 
皆様にとりまして、この新しい年が明るく実り多き年になりますよう、 

心から祈念申し上げます   

 
社会福祉法人江差町社会福祉協議会 会長 片石 明廣 

外役職員一同 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度ボランティア活動研修会を開催いたしました 

１１月２０日（木）、本会が運営している「江差町ボランティアセンター」主催で、災害時の備えや取り

組みに対する地域ネットワークの充実・強化を図ることのほか、地域住民の災害ボランティア活動に対する

理解を広めることを目的とした研修会を江差町文化会館にて開催しました。 

文化会館では共同募金における災害対応について学ぶ講話の後、海岸町からの避難訓練と災害ボランティ

アセンター設置・運営訓練の二手に分かれて訓練を実施したほか、コミュニティプラザえさしと江差町保健

センターを使用した炊き出しを行いました。 

また、檜山振興局のＥＶ（電気自動車）を利用した非常用電源の 

活用も体験しました。 

当日の参加者は１０６名。江差高校ボランティア局の生徒や各町内 

会・自治会、民生委員、赤十字奉仕団、ボランティアセンター登録団 

体などから多くの方々にご参加いただき、訓練を終えた後は炊き出し 

で調理された「豚汁／かあちゃん食堂たまりば」と「炊き込みご飯／ 

江差町食生活改善推進協議会」を参加者全員で味わいました。 
 

▶研修会の内容 

◉講  話  

「共同募金における災害対応について」 

講師 北海道共同募金会事務局長 成田達哉 氏 
 

◉避難訓練（大地震で津波警報が発出された想定による訓練） 

  避難訓練対象地域：海岸町 
 

◉災害ボランティアセンンター設置・運営訓練 

  ボランティア受付（管理システムキントーンを活用し QR 

コードをスマホで読込み）～仮想の活動依頼（被災ニーズ） 

３件（土砂撤去１カ所・被災木撤去２カ所）の説明とマッチ 

ング～資機材の貸出と活動への送り出し～活動後の報告      
 

◉檜山振興局環境生活課による EV（電気自動車）の紹介  

  説明 檜山振興局環境生活課地域環境係 坂口翔馬 氏 
  

  ◉炊き出し訓練の体験の協力団体 

    かあちゃん食堂たまりば（コミュニティプラザえさし エコー） 

    江差町食生活改善推進協議会（江差町保健センター） 

    江差高校ボランティア局生徒の皆さん 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

◉  

    講師 北海道共同募金会 

〔道共募 成田達哉事務局長 様〕 

〔海岸町住民の避難訓練の様子〕 

〔ボランティア受付の様子〕 

〔被災ニーズ説明の様子〕 

〔炊き出し訓練 ▲江差町食生活改善推進協議会 ▲かあちゃん食堂たまりば〕 

〕 

〔檜山振興局環境生活課 坂口翔馬 様〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
７
年

月
２
日
（
火
）、
曹
洞
宗
第
四
教
区
青
年

会
の
皆
様
に
よ
る

回
目
と
な
る
「
歳
末
た
す
け
あ
い

托
鉢
」
が
行
わ
れ
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
全
て

を
当
会
愛
情
銀
行
に
預
託
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

▼
預
託
金
：
２
９
万
２
千
１
１
４
円 

 

預
託
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

令
和
７
年
９
月

日
（
土
）
、「
買
物
等
お
で
か
け
サ

ロ
ン
事
業
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

本
事
業
は
、
普
段
外
出
の
少
な
い
方
、
買
い
物
に
自

由
に
行
け
な
い
高
齢
者
等
を
対
象
に
、
本
会
の
車
両
で

送
迎
し
、
ご
自
身
で
食
料
品
や
生
活
用
品
等
の
買
い
物

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
内
容
で
す
。 

た
だ
今
回
の
開
催
は
、
買
い
物
の
行
先
地
域
に
お
い

て
熊
出
没
の
影
響
に
よ
り
江
差
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

局
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
中
止
と
な
り
、
当
日
は
江
差
高

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局
担
当
教
諭
、
当
会
の
個
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
者
の
協
力
で
実
施
し
ま
し
た
。 

▼
参 

加 

者 

名 

 

▼
行 

 

先 

フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
ブ
ン
テ
ン 

Ⅾ

ＣⅯ

江
差
柳
崎
店 

 
 

 
 

 
 

 

イ
エ
ロ
ー
グ
ロ
ー
ブ
江
差
店 

  

 
買
物
等
お
で
か
け
サ
ロ
ン
事
業
の
開
催 

檜
山
障
が
い
ウ
イ
ー
ク 

2

0

2

5
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

令
和
７
年
１１
月
１０
日
～
１４
日
ま
で
の
間
、
障 

が
い
者
の
働
く
場
所
を
確
保
し
、
社
会
参
加
と
自

立
促
進
の
支
援
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
理
解
促

進
、
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
檜
山
振
興
局
の
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
パ
ネ
ル
展
や
障
が
い
者
の
方
が
支
援

施
設
等
で
作
っ
た
手
芸
品
、
菓
子
パ
ン
な
ど
の
販

売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
檜
山
あ
ゆ
み
共
同
作
業
所
で
は

全
日
出
店
し
、
フ
ェ
ル
ト
小
物
や
あ
ゆ
み
こ
う
れ

ん
、
廃
油
石
鹸
、

P

P

ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
な
ど
を

販
売
し
ま
し
た
。 

  

開
催
場
所 

 

▼
１０
日
：
檜
山
振
興
局
ロ
ビ
ー 

 

▼
１１
日
：
上
ノ
国
町
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら 

 

▼
１２
日
：
厚
沢
部
町
役
場
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー 

 

▼
１３
日
：
江
差
町
役
場
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

〔江差町役場町民ギャラリーでの 

出店の模様〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催会場 開催日程 開催会場 開催日程

椴川担い手センター １/5 ２/２ ３/９ 水堀コミュニティセンター １/19 ２/16 ３/23 

柏町母と子の家 １/6 ２/10 ３/10 老人福祉センター １/20 ２/24 ３/24

柳崎児童館 １/7 2/4 3/11 南が丘ふれあいセンター １/21 2/25 3/25

泊生活館 １/19 2/9 3/16 本町 寄来所 １/23 2/27 3/27

田沢憩いの家 1/26 2/16 3/30 開催内容 軽体操・脳トレ・口腔体操・ハンドベルなど

 
第
30
回
江
差
町
町
内
会
研
修
大
会
・
令
和
7
年
度
功
労
者
表
彰
式
が
終
了
い
た
し
ま
し
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

主
催
：
江
差
町
町
内
会
連
合
会
会
長 

岩 

井 
愼 

令
和
７
年

月

日
（
水
）
、
午
後
３
時
よ
り
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し
に
お
い
て
、
町
内
会
連
合
会
を

組
織
す
る
町
内
会
・
自
治
会
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
情
報
を
共
有
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
・
自

治
会
活
動
へ
の
反
映
を
図
り
、
も
っ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
大
会
の
席
上
に
お
い
て
、
永
年
に
亘
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
各
町
内
会
・
自
治
会
の
役
員
皆

様
の
功
労
者
表
彰
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 ▼
参

加

者 

３
０
名
（
１
６
町
内
会
） 

 ▼
表
彰

受
賞

者 

北
海
道
町
内
会
連
合
会
功
労
者
表
彰
受
賞 

２
名 

江
差
町
町
内
会
連
合
会
功
労
者
表
彰
受
賞 

１
４
名 

 ▼
講 

 
 

 

演 

「
江
差
の
観
光
に
つ
い
て
」
（
日
本
遺
産 

体
験
観
光
に
つ
い
て
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◉
江
差
観
光
ガ
イ
ド
協
会
会
長 

夏 

原 

茂 

樹 

氏 
 ▼

実
践
活
動
報
告 

「
ふ
れ
あ
い
食
事
交
流
会
事
業
」 

（
ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
助
成
事
業
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◉
活
動
報
告
者 

南
ヶ
丘
自
治
会
会
長 

小
野
寺 

 
 

真 

氏 
 ▼

講 
 

 
 

話 

「
江
差
警
察
署
か
ら
の
講
話 

特
殊
詐
欺
（
ニ
セ
警
察
詐
欺
・
投
資
詐
欺
）
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◉
江
差
警
察
署 

交

通

課

長 

髙 
橋 

昌 

之 

氏 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

刑
事
・
生
活
安
全
課 

山 
田 
祐 

汰 

氏 
 ▼

 

「
江
差
町
総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◉ 

江
差
町
役
場
総
務
課
参
事 

伊 

藤 
 

 

公 

氏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

〔出席された受賞者の皆様〕 

講師：夏原茂樹 様 

町からのお知らせ 

伊藤参事 様 

実践発表者 

小野寺会長 様 

研修大会の様子 

講話 

髙橋交通課長 様 

講話 
刑事・生活安全課 

山田 様 

「転倒予防（体を鍛える）」・「認知機能向上（脳を鍛える）」・「仲間づくり（楽しく）」を 

目的に介護予防教室「転ばん塾」を開催しております。 

お近くの会場で年齢を問わず誰でも参加できます。皆様のご参加お待ちしております。 

★ 各会場の開催時間：午後１時３０分～午後２時３０分 

＜お問合せ先＞  江差町社会福祉協議会（新栄町 264-2）  電話 ５２－２４４１ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

江差町成年後見支援センターからのお知らせ 
（江差町受託事業） 

「成年後年制度」と聞くと難しい内容と感じる部分もあるかと思います。 

全国的にも申立て件数が増加傾向にあり、江差町においても相談件数が増えている状況にあります。 

今回は成年後見制度の概要についてお知らせいたします。 
 

 

 
   

認知症、知的、精神障がいなどによって物事を判断する能力が十分でない方は、「財産管理」や「契約行為」を

することが難しい場合があります。 

自分一人では正しい判断ができずに不利益な契約を結んだり、悪徳商法の被害に遭う恐れもあります。 

  成年後見制度は成年後見人等（後見人・保佐人・補助人）が財産の管理や契約行為、書類の確認などをお手伝

いしたり、定期的に訪問し生活状況を確認しながら、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう

に支援を行う仕組みです。 
 

  気になることやお聞きしたいことがあれば、お気楽にご相談ください。 

成年後見制度とは 

 

成
年
後
見
制
度 

法定後見制度 

【判断能力に問題がない、今のうちに将来のことを自分で決めたい】 

任意後見制度 

“将来に備えて” 

【すでに判断能力が低下していて、 
支援が必要】 

“判断能力が不十分” 

後 見 

保 佐 

補 助 

◉判断能力が欠けている方 

◉判断能力が著しく不十分な方 

◉判断能力が不十分な方 

〔できない〕 
 

 

 

 

 
通帳預金、印鑑の管理   公共料金等の支払い      掃除などの家事全般  手術等の医療行為の決定 

及び同意 

 

成年後見人等のできること・できないこと 

〔できる〕 

身上保護 

・介護、福祉サービスの利用や医療・福祉施設へ 

の入退所の手続きや費用の支払いなど、日常生 

活にかかわってくる契約などの支援。 

財産管理 

・本人の預貯金の管理、不動産の処分など、本人

の財産に関する契約などについて助言や支援。 

 

・掃除、洗濯、介護や看護。 
・手術等の医療行為への決定及び同意。 
・親族の第三者が支払うべき費用の立替えまたは 
支払いといった本人の利益にならない費用の支 
払い。 

・日常品の購入など日常生活に関する行為。 
・本人に代わって、婚姻、離婚、養子縁組を決める 
こと。 

・身元引受人（身元保証人）。 など 

＜お問合せ先＞  江差町社会福祉協議会（新栄町 264-2） 
電話 ５２－２４４１・５２－０５６０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏   名 預 託 金 品 預託年月日 備考 

明治安田生命相互会社 

江差出張所 
古衣料品               多数 R7.9.1  

㈲江差清掃 リングプル              多数 R7.9.3  

菊地 慎子 古衣料品等              多数 R7.10.7  

江差手話の会 現金              ５６,０９６円 R7.10.30  

手話サークルきぼう リングプル、古タオル、使用済み切手  多数 R7.11.4  

 (株)道南土木 リングプル、ベルマーク        多数 R7.11.6  

檜山郵便局長夫人会 リングプル              多数 R7.11.7  

明治安田生命相互会社 

江差出張所 
リングプル              多数 R7.11.13  

塚本  眞 リングプル              多数 R7.11.18  

匿 名 現金             ５０,０００円 R7.12.1  

曹洞宗第四教区青年会 現金            ２９２,１１４円 R7.12.2  

匿 名 リングプル              多数 R7.12.5  

北海道コカ・コーラボトリング(株) 自社製品清涼飲料水          ５箱 R7.12.11  

 

収集活動のご協力ありがとうございます 

９月１日及び１１月１３日、明治安田生命

江差出張所の職員の皆様より、地域に対する

社会貢献の一環として、たくさんの古衣料品、

リングプルをいただ 

きました。 

ありがとうござい 

ます。 

   

 

江差町社会福祉協議会では、福祉団体の活動支援として次の各種事務局があります。 

ご用の際はご連絡ください。 

◇ 江差町共同募金委員会  （電話 ５２－２４４１ 又は ５２－０５６０ ・ FAX ５２－０５６０） 

◇ 江差町町内会連合会   （電話 ５２－５５８８ 又は ５２－０５６０ ・ FAX ５２－０５６０） 

◇ 江差町老人クラブ連合会 （電話 ５２－５５８８ 又は ５２－０５６０ ・ FAX ５２－０５６０） 

◇ 江差町高齢者事業団     （電話 ５２－５０２０ ・ FAX ５２－０５６０） 

愛情銀行にお寄せいただいた皆様のご厚志に心から感謝申し上げます。 

なお、大変恐縮ではございますが敬称を省略させていただきます。 

今後もリサイクル預託品等について、よろしくお願いいたします。 

自 令和７年 ８月１９日  

至 令和７年１２月１１日 

清涼飲料水の寄贈ありがとうございます 

１２月１１日、北海道コカ・コーラボトリング(株)

様より、自社製品の清涼飲料水をNPO法人南檜山あゆ

み共同作業所様に３ケース、当会デイサービスまるや

まに５ケース、合計８ケー 

スを寄贈いただきました。 

同社は、社会貢献活動の 

一環として市町村の福祉施 

設の子供達や高齢者などの 

皆様に昭和４３年からクリ 

スマスプレゼントとして贈 

り続けられ今年で５７回目 

となりました。 

   


